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論文審査の要旨（400字以内） 

本学位候補者の明石 慶子は Immunochemical analysis of iron transporters 

and M2 macrophages in ovarian endometrioma and clear cell 

adenocarcinoma に関して研究し、学位申請を行っている。本研究では、

ovarian endometrioma と clear cell adenocarcinoma の human patient 

sample の immunohistochemical analysis が中心に行われている。Ovarian 

endometrioma と clear cell adenocarcinoma 両検体で Prussian blue 

staining にて endometrial endotheliumおよび腫瘍 stroma部に iron deposit

を 認 め た 。 ま た 、 iron transporter (DMT1, TfR, FPN) の

immunohistochemistry において、ovarian endometrioma and clear cell 

adenocarcinoma 間での染色性の違いが認められた。さらに、報告では、M1 

およびM2 macrophageを識別する染色を用いて、ovarian endometrioma と

clear cell adenocarcinoma で M2 macrophage が優位に増殖しているデータ

を示している。これらのことから、組織内の iron deposit が卵巣における

ovarian endometrioma の malignant transformation と clear cell 

adenocarcinoma の発生の一因である可能性が support された。本研究は

Molecular and Clinical Oncology に掲載され、申請者の学位取得に関して、

問題はない。今後、iron depositがどの様にmalignancyを引き起こすのか、

より詳細な iron dynamicsを考慮したデータとともに、in vitro, invivo の詳

細な系での検証が期待される。 
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